
　　　　　　　　　　　四国中央市教育委員会

　　　　　　　　　　　四国中央市政策部

四国中央市地域児童見守りシステム

～安心・安全な地域社会づくりへの取り組み～



１ 背　景　・　理　念　（児童を取り巻く社会環境の変化）

児童を取り巻く社会環境への不安感の増大

従来の地域社会

現在の地域社会

児童を狙った凶悪事件や災
害・事故の多発

児童の安心・安全確保が解
決すべき新たな社会的課題

当市における不審者情報の
増大

重大な事件が起こるリスクが
高まっていると考えるべき

事件や事故への対策は、起こってからでは遅く、
未然に防ぐ取り組みが必要不可欠

【理念】
児童を守るのは「人」であることを大前提に、ICTの活用による効果
的な防犯体制を築く。

人的・金銭的な負担がなくても安心・安全を得ることができた社会

意識することなく安心・安全を享受



犯罪に巻き込まれない体制づくり

地域ボランティア

警察署 学校

保護者

見守り隊
子どもを守るいえ活動
見守りパトロール
その他社会貢献活動

情報通信技術（ICT）
だけでは、安全は確
保できません!!

○より迅速で正確な対応が可能
○見守り活動の質的な改善

情報通信技術
（ICT）

２ 理念のイメージ



３ 広域版登下校管理システムの概要

4/20 7：45
鈴木花子さんの
登校（下校）を確
認しました。

件名：○○小学校です

2009/9/26　7：45
From：四国中央市

① 登校します

② 下駄箱付近に設置したカードリーダに
　　ICカードをかざします

③ 下校時、カードリーダ　　　
にICカードをかざします

④ 帰宅します

カードリーダは、ICカードの情報を読み
取ると、あらかじめ登録している保護
者のメールアドレスへ、登校・下校・を
配信します。

登
校
時

下
校
時

放課後子ども教室



４ 放課後児童クラブ（子ども教室）入退室管理システムの概要

4/20 16：30
鈴木花子さんの
入室（退室）を確
認しました。

件名：○○児童クラブです

2009/9/26　7：45
From：四国中央市

③ 帰宅します

下
校
時

一般児童

① 下駄箱付近に設置したカードリーダにICカードをかざします

放課後子ども教室

放課後児童クラブ（子ども教室）利用児童

② 放課後児童クラブ（放課後子ど
も教室）利用児童は、放課後教室
入退室時に教室内に設置したカー
ドリーダにICカードをかざします

◆ 拡張機能 ◆
　放課後児童クラブ（子ども教室）入
室退管理システムは、登下校管理シ
ステムの拡張機能です。
　登下校時間に加え、放課後児童ク
ラブ等の入室時間・退室時間につい
てもメール配信します。

放課後児童クラブ　　　放課後子ども教室

（入室） （退室）

（下校）



５ 保護者連絡網メール配信機能の概要

運動会延期のお知らせ

５月３１日（土）に予定さ
れていました運動会は、
天候不順による影響が
予想されますので、６月
１日（日）に延期して実施
します。

2009/○/○  16:15
From：○○小学校
件 名：運動会延期のお知らせ

５月３１日（土）に予定され
ていました運動会は、天候
不順による影響が予想され
ますので、６月１日（日）に
延期して実施します。

読み終えましたら、こちらに
アクセスしてください。

http://www.mi.shikokuchu

メール開封確認を○○小学
校へ返信しました。

ありがとうございました。

閲覧者数 
37/40

運動会延期のお知らせ

５月３１日（土）に予定さ
れていました運動会は、
天候不順による影響が
予想されますので、６月
１日（日）に延期して実施
します。

No 児童氏名 閲覧

1

2

3

4

5

6

四国一郎

愛媛次郎

寒川花子

村松恵子

上野太郎

金田雅美

○

○

×

○

○

×

① 担任教師は、連絡事項をメール配信します。

②保護者は連絡メールを読んだ後、学校へ
開封確認を返信します。

○保護者と学校とのコミニュティを支
援します。
○凶悪事件発生時や災害発生時に
も緊急連絡が可能です。

● 当該機能の運用方針は、各学校
　　により異なります。



６ 利用者登録について

① 入学式後、サービス利用に必要となるＩＣカード、パスワード票、説明書等を配布いたします。

② メールアドレスは、３件まで登録できます。

配布資料

ＩＣカード

カードホルダー＆ネックストラップ

安全対策具

ＩＤ・パスワード票 取扱説明書

  

  

  



◎　メリット

○通知されるメールにより正確な登下校の時間を確認することができます。

○正確な時間が通知されるので、途中までの出迎えや下校時間に合わせた帰宅が可能と
なります。

○正確な下校時間が通知されるので、帰宅時間や通学路上のだいたいの位置を予想する
ことができます。

○予想した時間に帰宅しなかった場合、いちはやく異常に気付くことができます。

○ICカードをリーダにかざす行為により、児童の防犯意識向上が期待できます。

○もしものときや、災害が起きたときには、迅速な初動が可能となります。

７ 広域版登下校管理システムのメリット



◎　デメリット

○システムの正常稼働率は、（99％を越えているものの）100％ではありません。
○メールを受信する携帯電話の電波状況やインターネット回線の状況によりメール受信に
遅延や不着が発生する場合があります。
○カードリーダへのかざし忘れ、操作ミス等によりメールが届かない場合があります。

※毎日、定時にメールが届くことになれてしまうと、上記理由によりメールが届かなかった場
合、かえって不安になってしまいます。

その他

○登下校途中の状況を確認したり、危険通報を受けることはできません。

８ 広域版登下校管理システムのデメリット



９ ご利用にあたって

ICカードなどの情報通信技術だけでは、児童の安全は守れません！！

○　ICカードなどの情報通信技術を活用することにより、見守り活動の質的向上が期待できます。

○　登下校管理システムは、犯罪に巻き込まれないための対策のひとつでしかありません。

最も大切なのは、子供が犯罪に“巻き込まれない”ようにする対策（事前対策）です。

■　事前対策は日頃の危機管理から ■

○　人気のないところ、逆に不特定多数の人がいるところで子供を1人にしない

○　「知らない人についていってはいけない」と強く言い聞かせる

○　「知らない人の車に絶対に乗ってはならない」と強く言い聞かせる

○　遊びに行くときに行き先を告げさせる。親が居ないときは必ず書き置きを

○　暗くなる前に帰宅させ、もし暗くなったら迎えに行く

○　地域コミュニティで子供を見守る



１０ ご利用にあたって

○　迷惑ﾒｰﾙ対策・URL付ﾒｰﾙの受信拒否など受信制限を行っている方は、
　　「shikokuchuo.jp」 ドメインからのﾒｰﾙを受信できるよう設定してください。

○　後日、「ID及びパスワード票」をお配りいたします。
　　ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽのご登録は、見守りｼｽﾃﾑﾄｯﾌﾟﾍﾟｰｼﾞよりご利用ください。

○　学校の運用方針により、欠席者又は遅刻者についても｢欠席者（遅刻者）以外の
　　児童について登校・下校を確認しました。｣旨の登下校確認ﾒｰﾙが配信されます。

○　ＩＣカード等の利用も含めてシステムは無料でご利用いただけます。

○　ﾒｰﾙの受信、WEBページの閲覧など通信に係る費用は利用者のご負担となります。

○　ご不明な点等ありましたら、四国中央市教育委員会学校教育課
　　（TEL：0896-28-6045）　へお問い合わせください。
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